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紀元前3世 紀 ヨー ロ ッパ と仏教世 界の交錯
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1.は じめ に

人間主義 史観への序走 として,先 ず ヨー ロ

ッパ起 源の学識体系の土台 を形成 した紀元前

6世 紀 ヨー ロッパ ・ギ リシァ世界 の宗教 ・哲

学 ・倫理思潮生成 を辿 り,諸 民族 の回遊 と混

交か ら生 まれた宗教観の形成過程 を吟味 した.

つ まりキ リス ト教 ・イスラム教誕生以前の紀

元前6世 紀頃,そ れ は丁度,仏 教が記録 され

後続の人類に思考 ・哲学 メッセー ジの継続 を

可能 とした時代 であった.

そこで本稿 では紀元前3世 紀 の世 界に注 目

したい.釈 迦 に よって紀元前6世 紀 に創始 さ

れ た仏教 が,歴 史的変遷の中で紀元前3世 紀

には大乗教 として理 論的 な完成 をみ たが,背

景 には小乗教 の限界 を越 える経済活動の活発

化 ・商業活動 の正当化 を求 め る声が起 った.

この変革は,宗 教的次元では16世 紀 の ヨー ロ

ッパの キ リス ト教宗教改革 に匹敵す る変化 で

あった と云えよ う.

その大乗教流布 を例証 す るのが アシ ョー カ

大王の仏法帰依 であ り,広 くイン ドか らギ リ

シァ以遠 の地域 まで も広 がった.果 た して大

乗教 がいかなるかた ちで ヨー ロ ッパ世 界に伝

達 したのか しなか ったのか,ま た何故 に容易

に キ リス ト教 化 されたかに関心が ある.(1)

興 味あ るのは,従 来,ド イツ以北の北 ヨー

ロッパ の歴史 を論理 的に包摂 した文献ば極 め.

て少 な く,ま して ロシア史はア ジア史 また ヨ

ー ロッパ史の 「交流史」か らも孤立化 して き

たが,ヨ ー ロッパ史 とは ギ リシァ ・ローマ世

界 とキ リス ト教勢力の拡 大過程 とす る歴史観

が支配的 だったか らである.

そ こで先ず キ リス ト教 以前の人々の思考 論

理 に 目を向け るべ きと考 える.②

アプローチ として は,古 代 史研究家の 山本

和 は 「歴史成立の三つの不可欠 として,そ の

一一は 『記憶 として の歴史』=『記fB』 乃至 『想

起 に よって過去(人 類史的)を,そ の時々の

『今 』に現在化 させ る能 力 と努 力 の うちに歴

史 を成立 させ る萌芽,主 要 な発 酵素であ る.

これは歴史 その ものへ の理解 と参与の原初 形

態で あ る.そ の二 は 『物語 として の歴 史』=

語 られ る言葉で再 現,再 演 された過去 の記 憶

であ り神話物語 ・口碑 ・伝 説 ともな り,建 国

の大祖や英雄 ・偉 人 などの逸話 とか伝 説,民

間説話,寓 話,童 話,お とぎ話 等の考 古学 ・

歴史学 ・民俗 学上 の重要 な諸概 念 を総称 して

名づ け られ る.そ の三 は 『記録 と して の歴

史』=文 字 の発 明に よ って 『記 憶 として の歴

史』が記述 され残 された.そ れは古代 エ ジプ

トのパ ピルス文書 『死海文書』 等が起源 とな
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る.そ して学問上,一 般 に 『歴 史』 と云われ

るのは,こ の記録 された歴 史であ る」 を用い

たい.(3)

確か に現在の歴史学 が方法論 において,あ

ま りに も第三の 「記録 としての歴 史」 に偏 重

と言 われ るが,ヨ ー ロ ッパ 語 で の 『歴 史』

(ヒ ス トリ)の 語源 が,ギ リシァ ・ラテ ン語

の ヒス トリアに棚 り,伝 記=物 語,物 語 られ

た歴 史 を表す概念か ち派生 した.

しか し現実 には,歴 史は現象 の連続 である.

また歴史 は時 間枠 での人間の基本 的な実存形

式の中で,あ ま りに も為政 者 ・支配者 ・勝者

の立場か ら諸個 人 ・民族 ・人類の活動 を記録

したのが通常 であった.だ が本 来,歴 史の主

役 は庶 民 ・大衆 であるべ きであ り,現 在の よ

うな民主主義 ・人権擁護や生 存権が認識 され

て きた現在,権 力 ではな く人間主義か らの視

点か らの歴 史観が容認 ・確 立 され るべ きであ

り,同 時に 「現在か ら出発 す る人間の創造未

来へ の人生観へ の指標」 でな くてはな らない.

しか も 「よ り良 く生 きるために」の価値基準

が入 るべ きである.そ れ故 に先述 の三つの歴

史 を総合 ・再考化 し,歴 史学研究 の道標 とす

るこ とが求め られる.(4)

2.紀 元 前3世 紀 の ア ジ ァ ・ヨー ロ ッ

パ 概観

紀元前6世 紀 のイン ド・アー リア語族の移

動 に よ り,ア ジア とヨー ロッパの民族的分 離

が始 まった.哲 学面か ら観 ればイン ド・ヨー

ロッパ語族が各地 に進 出 ・定住 し,種 族の概

念の上に民族 を形成 して地域 土壌(郷)を 作

り,侵 略 ・征服 の繰 り返 しの歴史の中か ら,

各 民族文化 の交流 ・包摂 ・混交 を展 開 したが,

それは同時に宗教観の混清の歴 史で もあった.

経 済 論 集Vol.XXXIV,No.1・2

この過程 の中で,イ ン ド ・イラン高原がその

分離帯 としての役割 を果 た しtこ の 自然 ・地

勢的 な分離 が,ギ リシァ世 界 とペ ルシァ ・イ

ン ド世界,西 洋社会 と東洋社会 の成立に大 き

な意味 をもたせ た.

紀元前6世 紀 イン ドに生 まれた仏教 はギ リ

シァ思想の底流に流れ込み,ま たキ リス ト教

や イスラム教教 原理 の基底部に大 きな影響 を

与 えた.従 来,わ が国では シル クロー ドと仏

法東漸が論 じられたが,逆 方向の西漸 に も目

を向け るべ き と考 える.ま た何故,仏 教 の影

響力が西洋地域へ発揮 で きなかった理由に も

関心が ある.

松 田壽男は 「今 日,学 界 で 『西域』 と呼ば

れ る東 トル キスタン,と くに 『天山南路』 と

称 され たター リム盆地(東 部 天山地方 をふ く

む)を さすが,東 トルキスタンの歴史 は 『歴

史は発展す る』 とい うヨー ロッパ的な歴史観

だけでは,と うてい処理 で きない.ま た,そ

の発展 に も,単 に 『時 間的』な点だけではな

く,『 空間的 な発展』 を考 慮 しなけれ ばな ら

ない」 との考 え方 を示 され る.(5)

つ ま り西欧の歴 史年代 記のみの視角 ではな

く,む しろ東洋 的な空間的 な接触 ・交流の視

角 に関心 を向け るべ きである.

その意味では,や は り東洋か ら西洋 に向か

った シル ク ・ロー ドを研究 してみ る意義 は大

きい.ア レクサ ンダー大王やダ リウス王の時

代 には,ロ ーマは東洋か ら持 ち込んだ絹 を等

量 の金 と交換 したエ ピソー ドがあ るが,東 西

文 明の大動 脈 を通 り 「陶器 ・紙 ・ガラス ・葡

萄酒 ・文様 ・動物 ・植物 ・仏教 ・回教 ・マニ

教」等が伝 わ った.(6)

紀元前5世 紀 のヘ ロ ドトスは,ア ジア を横

切 る交易ルー トの存在 を指摘 し 「キャラバ ン
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(隊商)は ドン川河 口の タメナスー カス ピ海

の北 にあ り,ス キタイ人 とサルマー ト人の境

界 か ら始 まる」 と指摘す る.(7)

そ して ヨー ロッパ とア ジアはウラル 山脈 を

境 界 として区分 された.古 代 チベ ッ トのボー

ン教 派の本 に奇妙 な図面が載 ってお り未知 の

国々の名前がついた正方形や形のモザ イク模

様 があ る.こ の図形 が四つの基本点一束 は上,

南は右,北 は左 に一 を示 してお り,ソ 連 の言

語学者でプロニス ラフ ・クズネ ッオフは,そ

れが地 図である と推論 した.(8)

彼は手 がか りを発見 し紀元前74世 紀 の

古代ペ ルシァの初期 の首都パサルガ クイや ア

レクサン ドリア,エ ルサ レム,バ ク トリア諸

国(現 在 の北部 ア フガニス タ ン周辺),バ ビ

ロニア,北 ペル シァ,カ ス ピ海の よ うな場所

をつ き とめた.こ の発見 はチベ ッ ト人が数世

紀 も前に地理学的素養 を持 ち,ま たペ ル シァ

お よびエジプ トとの繋が りを例証 した.(9)

この地域 は,砂 漠 ステ ップ とオア シスの生

活,移 動 的な生活 と定着 的な生活,遊 牧 と農

耕 の二つ の相反す る生活領域が交錯す る地域

で もあった.そ の意味では桜蘭(ロ ー ラン)

が紀元330年 に川 の流 れの変化 か ら滅亡 した

ように,地 勢の変化 が決定 因 となる地域 であ

った.(10)

推測す るに,こ の ような地域 に生 きる人々

に とって,ペ ル シァ人(イ ラン人)の 二元論

的世 界観 を もっ こ とが,最 も生 きてい くのに

妥当な思考 とな る.例 え仏教 の調和 的な思想

が流入 した として も,一 部の オア シス社会 の

ような受 け止め る客観条件が存在 した地点 で

は許容 され たが,過 酷 な 自然条件下 にあ る大

半 の地域 では拒絶 された.加 えて民族移動 と

興亡 の連続の中で,社 会的変転 を激化 させ た.
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それ故に同地 の仏教遺跡 を見 て も,こ の 自

然 ・社会 的影響が見 られ 「中央ア ジアの た く

さんのオア シスか ら仏教が消 し去 られ たばか

りで な く,文 化 の基盤 であった拝火教 もイス

ラムの教 えに とって代 わ られ,イ ラン系 の西

域人 さえ トル コ人の波 の なか に沈 ん で い っ

た」のであ る.(11)

以上の ような変遷過程 の 中で,そ の地 に住

む人々が 自らの 風土 と時代 性 に適 合 した宗

教 ・思想 を選択 した.そ れ故 にサマル カン ド

東のペ ンシケン ト市 で発掘 され た 『ダンダー

ン ・ウィ リー ク出土 の板 絵』 は 「拝火教 とい

うよ りは イラン化 され た仏教 とみ るほ うが納

得 で きる」 とか 『アール シイの シ ョルチ ュ ッ

クの遺跡』は 「古代住民が拝火教 かっ仏教 を

摂取 していた」 と云 える.(12)

3.ゾ ロア ス タ ー教 の誕 生

この よ うな問題意識に たち,仮 説 を設定 し

たい.先 ず仏教 とゾロアス ター教 との関係,

歴 史上 の謎 とされ る 『バー ミヤ ン大 仏 』や

『グハ ラ』滅亡 を どの よ うに理解 ・把 握 す る

か,ま た仏教 は消滅 したのか,そ れ とも存続

しえたのか等の疑 問である.

仏教 とゾロアスター教 の領域 につ いて は,

「アジアの記録係」 と呼 ばれ た中国人 も 「ヨ

mッ パの記録係」 と呼ばれた ギ リシァ 人 も

筆 致の及ぶ分野 ではなか った.し か し記 録が

乏 しか ったこ とは事実が小 なか った訳 で はな

く,む しろ余 りに も多い事実 か ら生 じた混乱

が記録 意欲や論証努力に阻止 的に働 いたのか

もしれない.

ゾ ロアスター教 と仏教 の関係 につ いて定説

では 「とくに東 トル キス タンでは中央 に大砂

漠 を横耐 える関係 もあって,北 道 と南道 では



26季 刊 創 価

同 じアー リア人 で も差 を見せ た らしい.し か

も周辺か らの力やその働 き方 も作用 して,文

化 の点に も多少の違 いが認め られた.も ち ろ

ん大観すれば,ト ルキスタンの住民は イラン

系独 自の宗教 体 系 で あっ たゾ ロア ス ター教

(拝火教)を もち,そ の上 に イン ド伝 来 の仏

教 をと り入れて た」 とす る.(13)

また 「ゾ ロア ス ター教 は,古 代 ペ ル シ ァ

(現代 の イ ラン)の 民族 的 な宗教 で あって,

世 界で最 も古 い宗教 の一つ である.教 祖 の現

れた年代 は定か ではないが,紀 元前7世 紀か

ら6世 紀 にかけてであ ろうと見 られて いる.

イ ラン西北隅 にあるレザイエ湖(別 名 ウル ミ

ア湖)の 近 くに生 まれ,二 七歳 に して遁世,

三 〇歳 でダー イテァ河畔で天啓 を受け た.彼

の教説 は,宇 宙の本体 は光 と闇,善 と悪,こ

の二つの対立か ら成 る.光 と善の神 ア フラ ・

マズダ,闇 と悪の神 ア ンプ ・マ イニ ュ,こ の

二っ の対立か ら成 る.… 中略… そ して善神 の

決定的勝利 に至 るまで戦 っている.ゾ ロアス

ター の教説 は紀元前のアケ メネス帝国の後期

に成立 した もの と考 え られて いるが,ア ケネ

メス帝国お よび それに続 くパルテ ィア帝 国時

代 には,そ の教徒 につ いてはほ とんで伝 わっ

ていない.こ の宗教 をペ ルシァの国教 として

取 り上げ たのは,サ サー ン朝 になってか らで

あ る」 と述べ る.(14)

さ らに林 良一は 「ゾロアスター教 はササ ン

朝ペル シァの国教 であ り,民 間では太陽神 ミ

トラ信仰,泉 と豊饒 の女神 アナ ヒー タ信仰が

盛 んであ った.… 中略 … イラ ンの ゾ ロア ス タ

ー教の力 では
,ゾ グディアでは仏教 さえ受 け

つ けなか った.玄 装がサマル カン ドへ行 った

時,仏 寺は二つあったが,誰 も守 ることが な

か った」 と述べ る.(15)

経 済 論 集Vo1.XXXIV,No.1・2

ヘ ロ ド トス は 「ペ ル シ ァ人 は ,こ の ア フ

ラ ・マ ズ ダ の 神 の 他 に 太 陽(ミ トラ),月

(マ ー),大 地(ザ ム),火(ア タル),水(ア

バ ム ・ナバ ト),風(ヴ ァ フ ェ)を 礼 拝 して

い た」 と書 き残 した.(16)

ま た彼 は 「ア ケ ネ メス 王朝 で ア フ ラ ・マ ズ

ダ,ミ トラ,ア ナ ヒー タの三 神 が 尊 宗 され て

い た遠 い原 型 は既 に イ ラ ンの先 史 か ら形 を と

っ て い た よ うで あ り,そ の王 朝 でや が て ア ル

タ クセ ル クセ スII世 の 頃 か らの ち,こ の アナ

ヒー タ女 神 の 位 置 が ま す ま す 重 くな っ て き

た」,ま た 「天 空 を支 配す る もの は ア フ ラ ・

マ ズ ダの神 で あ り,そ の 天 空 に あ って水 を司

るの が ア ナ ヒー タ で あ った … アナ ヒー タが水

の神 と して,生 命 と豊 饒 の神 と して 一段 と高

い尊 宗 を得 て ゆ くこ とが,イ ラ ン古代 の 民 に

とって は突 然 の成 り行 きで は なか ろ うか」 と

考 え た.(17)

そ こで仏 教 や ゾ ロア ス ター 教 以 前 の 同地 域

の 宗教 と社 会 構 成 に関心 を向 け てみ た い.先

ず イ ラ ン最 古 の文 献 『エ ラム文 書 』 は,紀 元

前2500年 に まで湖 る.

4.イ ラン地域 の原宗教観の形成

その頃エラム社会 が作 られ言語的にはイン

ドの ドラヴィタ族の中の タ ミール語 を話す人

種 と共通 項 に あっ たが,北 方 系 人種 の イン

ド・アー リア語人種 とは異なっていた.足 利

亨の研究 ではエ ラム社会 では女子の活動 を認

め,男 子 と等 しく女性 の権利 を尊重 した.女

子は文書 を記 し事務 を処理 し,家 督相 続 をな

し,遺 言 を認め,法 廷 に も出頭 し,ま た奴隷

も有 した.王 位 継承 は同母異父的性質,即 ち

王位継承権 は女 系に よ り接受 された ことを示

す.兄 弟間の婚姻 は,一 般的俗 風であった.
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アケメネ ス王朝 のキロスの娘 ア トッサ は,兄

弟 であるカム ビセスや スメルゲス と,ま た親

族 であるダ リウス1世 とも結婚 し,ま たアル

タクセル クセスII世 が 自分 の娘 ア トッサ を嬰

って皇后 とした,ま たアケ メネス王朝 の皇帝

の婚姻 に見 るが ごとき,ま たザ ラッシュ トラ

教 中に奨め られ る近親結婚 は本来 はアー リア

精神 とは相容 れないが,そ の起源 は全 くエ ラ

ム的であ る」 とあ る.(18)

このエ ラム社会 は多神教 てあ った.そ こで

は女神 信仰 は土俗信仰 として広汎 に存 した と

推 され 「殿堂遺跡 は,今 日も残存 している」.

そ こでは 「アン ヒー タの黄金像 は 『アルメニ

ア』の光栄 と生命.生 命の授興者.一 切智の

母.全 人類の恩 人.偉 大 にして強大 な るアラ

マズ ド(即 ちアフラマ ズダ)の 母」 として崇

め られ た.そ こでは ミスラは,本 来,死 後の

霊魂に対す る審判官 としての役 目であったが,

後 の ゾロア ス ター教 のア ヴ ェス タ教典 で は

「光 明 ・真実 ・信仰 の神 となった
.
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5.ミ ス ラ教 の 形成 と歴 史 的役 割

この ミス ラにつ いてE・ ルナ ンは 「三 ・四

世紀の世 界はキ リス ト教 の生長が なければ,

世 界は挙 げ て ミスラ教 信 者 とな ったで あ ろ

う」(『耶蘇伝』)と 述べ る.(19)

また足利は 「古代世 界の民衆生活 の底流 を

なす土俗 的思想,幾 世 紀に もわたる人類生活

の 『原始的天啓』の一つ として存在」 と述べ,

さ らに ミスラ教 とマズダ教(ゾ ロア スター教

に通 じる)に ついては 「ミス ラはザ ・ラッシ

ュ トラ教 に摂取せ られたイン ド ・イラー ン系

のヤザ ダの 中で最 も顕著 な地位 に あ る),ま

た 「ミス ラに最強の神 であ り,ミ スラの賛 美

は最高神 であ り創造神 であるアフラマ ズダの
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命令 であ るとし,ザ ラッシュ トラを此の命令

の仲介者 として示す」関係 にあ った.

他方,マ ズダ教 に関係 の ない視 点か ら観 れ

ば,「 小 ア ジアの配偶神 信仰 が遠 く ドラヴ タ

族 の もの と結びつ くが,こ の神秘 思想 は同地

方の ミスラ信仰 となった.ミ ス ラ神秘 思想は

イラー ン的信仰 と配偶神 的思想 との合体」 の

形 をと り,ミ ス ラ神秘教 の ミス ラはユ ダヤ教

の ミス ラとは異 なる形で成立 した.(20)

そ して ミスラ教 は環境 に従 って漸次,異 質

的要素 を内包 し,時 には他 の宗教 と合体 して,

内容的 に も外観 的に も多 くの変化 をきた し,

定住 とともに地縁宗教 を形成 してゆ く.か く

て全 ヨー ロッパ を席巻 した.事 実,ネ ロはマ

ギ よ りも ミスラ教 を受 けたい と欲 した と云わ

れ,307年 に ジオ クレチ アは ミス ラを皇帝守

護伸 とした.つ ま り 「東洋 的皇帝専制 主義 は,

ミスラ教 の媒介に よって,共 和 主義的気質 の

あ るローマ人の内面 的抵抗 を緩和 し妥 当せ る

存在基礎 を興 しえた」 と評 した.(21)

キ リス ト教 前の ミス ラ教勢力 は強大 で,シ

ュヴ ァイツェル も 「その倫理 的エネルギー を

ツアラス トウス トラの宗教か ら得 てお り,こ

れは一断片であ るが,一 時は燃 え る彗星 の よ

うにギ リシァ ・オ リエン ト的世 界 を,ま たギ

リシァ ・ローマ世界 を行 きめ ぐるのであ る…

中略… ギ リシァ ・オ リエン ト的世 界に登場す

るのはキ リス ト教 がす でに形成 され た後 の こ

とである.し か しなが らまさに他 な らぬ倫理

的理念エネルギー に よって,ミ トラ教 は ロー

マ人兵士た ちに よってゲルマニ ア,ガ リア,

アフ リカへ運 ばれ,し ば ら くの 間キ リス ト教

最 強の競 争者 であ った」 と描写 した.(22)

またヘェニキア人は太 陽崇拝 の種族 で,イ

ザベル神 もバアル神 に も熱心 な信者 であった
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の もキ リス ト教 前の太陽崇拝の宗教 とミス ラ

教 の一致が ある と思われ る.(23)

つ ま りミス ラ教 は,ゾ ロアスター教起源 の

ミスラ として成立 した.ゾ ロアスター教 が善

悪二元対立論で ミス ラを死後 の審判 としたの

に対 し,極 めて調停役割 を現世主義 に持 ち込

み,融 合的 な考 え方 として再編 して成立 した.

そこに古代社会の民衆の底 流 をなす土俗=定

着 ・定住の考 え方があ るが,そ の起 源に ドラ

ヴィタ族 に見 られ る非アー リア的世 界の考 え

方が再生 され た と看なせ うる.し か も重要な

点 は,キ リス ト教 前の ヨー ロッパ全域 に流布

した点 であ る。

イエス ・キ リス ト教 の降誕 も,足 利氏 によ

れば 「福音書 は,東 方の博士(マ ギたち)が

星 の出現 をみ て,耶 蘇基督 の降誕 を拝 したこ

とはマギ僧が奉仕者で あ り,そ こに ミスラ秘

密教 を護持 していたカルデ ィア,ペ ルシァ見

学 と新興 の宗教精神 との合 流 を描写 した」 と

述べ る.(24)

つ ま りゾ ロアスター教 は善悪二元論 に固執

してイランの民族宗教 に留 まったの に,ゾ ロ

アス ター倫理 の限界 を ミス ラ倫理 によって相

克 した ミス ラ教 は包摂性 か ら全 ヨー ロ ッパ宗

教 原理 とな り,諸 民族の各 地へ の定住 ・定着

の 中で土俗化 した.こ の ミス ラ教 の影響 は逆

に東洋に も流れ込み,ミ ロク ・マイ トー レ信

仰 の母 胎 となった.

6.ゾ ロア ス タ ー教 と仏 教

年代 記では仏教開祖の釈迦 は紀元前6世 紀

であ るが,ゾ ロアスター教 開祖 は紀 元前7世

紀 とされ る.両 派 は源流 で極 めて近似す る.

特 に ウパニ シャ ッ ト哲学後期 は,ジ ャイナ教,

仏教,ゾ ロアス ター教 が挙 って発生す る宗教
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萌芽期 であ り,年 代 的な判 明 も難 しい.

む しろゾ ロアスター教 の教義が,ア ケ メネ

ス朝時代 とササ ン朝時代,そ の後 に,果 た し

て同一であ ったか である.何 故 な らゾロアス

ターの時代 のダ リウスー世 の政治が極 めて寛

容 であ り,一 方 ではゾロアス ター教 の影響 を

受 けなが らも,他 方 ではササ ン朝時代の極 め

て強権的 なイラン国家宗教 を固定化す る動 き

をみ る と,同 一 であるか どうかに疑念が生 じ

るか らであ る.

また仏教典 の成立が ジャイナ教 の衰亡 を見

た釈迦時代 か ら始 まった とされ るが,教 典 は

ゾロアスター教 の 「アヴェスタ」 がず っ と後

代 であ り,小 乗教成立の頃に編纂 された.

これは イラン台地 のよ うな酷暑 ・荒涼 の地

域 では哲学の体系的記述が 自生的にされ たか

どうか は極 めて疑 問であ り,む しろイン ドの

ような 自然環境 で思弁哲学が作 られ用語 の伝

波 の中で,そ の影響 を受け イランのゾロアス

ター教 も宗教 法典 を作成 で きえた と観 るのが

妥 当である.日 本 の正倉院 に も,明 らかな如

くペ ルシァ思想 と仏教思想の交流が見 られ る

の も周知の史実 であ る.

そ して仏教 が 「善悪不二」の立場 で普遍的

な哲学体系 を作 り上 げたのに対 して,ジ ャイ

ナ教 は 「善悪相 対」観か ら非アー リア優先の

自己否定 ・消極 的 な民族宗教 とな り,ま たゾ

ロアスター教 は 「善悪二元論」か ら非 アー一リ

ア優先 で 自己肯定 ・積極的 なイラン民族宗教

とな っていった.他 方,ミ スラ教 は,ゾ ロア

ス ター教 の善悪二元論 の 「而二不二観 」 を包

合 した仏教 と異 な り善悪 を相克す る 「不 二而

二観」 として形成 された.そ れ故に融合 ・妥

協 的性格が強 く,ヨ ー ロ ッパ に流布 した後,

急速 に各地 で土俗化 していった.
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この点については藤縄は 「ゾ ロアスター教

に二元論は,定 着 と遊牧民の争 いか ら生 まれ

た ものではないか」,「ギ リシァの地 にはペ ラ

ス ゴイその他 の先住民の定住 と侵入民の争 い

が あった」,「オ リエ ン トの農耕文化,エ ー ゲ

海 の土着民は女性社会 で,牧 畜 に重点 を置 く

イ ン ドーヨー ロ ッパ語 族 は男性社 会 で あ っ

た」 と区分 す る.(25)

和辻 哲 郎 は風土 と宗教 の関係 に 注 目 し,

「砂 漠 では人格が唯一神 の信仰 が成 立 し
,典

型的 なモンスー ン地域 では人は恵みに甘 え多

神教 をつ くりだす」 と指摘 した.(26)

さらに藤縄は 「ギ リシァ神話 は他 国の神 話

とは異 なって,政 治権力や教 団的立場 による

整理 を受けていないの で,ま ことに複雑 ・多

彩 であ る」 と述べ,(27)こ の地 域 を神 話 の里

とす る.し か し注 目すべ きは彼等 の異教 徒 の

神への姿勢であ り,同 一視 す るのが常套的 な

態度 であった.即 ちエ ジプ トの女神 イシスを

ギ リシァ人はデ メラル ・オシ リス をディオニ

ソス と呼んで受容 した.(28)

ギ リシァ人の宗教観 は視覚 ・幾何学的 では

あったが,果 た してキーリス ト教以前 には どう

であったのかの疑問が ある.そ こで若 し ミト

ラ教が流布 してい き土俗化 の過程 で各地 で再

生 ・蘇生 され る宗教観 とすれば 極め て原始

的であるにせ よ,類 同性 が見 られ る筈 であ

る.こ の鍵 のひ とつは ギ リシァ神話 にある.

それは北欧神話 につ いて も同様 であ り,ギ リ

シァでは神 話 を背景に紀元前六世紀 に ミレ ト

スの手に よ り,固 有の哲学 が萌芽 した.

仏教 は原始 的な人間の信仰観か ら発生 し,

歴史的経験 を経 て普遍的な教義 となった.ま

た 「人間の至高の哲学」 として昇華 しなが ら

も,過 酷な時代 ・風土環境 に耐 え られず後退
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す る場合 もある.

つ まりイン ドの民族宗教 としての ジャ イナ

教 と,イ ランの民族宗教 としてのゾ ロアス タ

ー教 と
,そ れ らを相 克 した ミス ラ教が 派生 し

た.紀 元前の小 乗教 に限定す れば,仏 教 とジ

ャイナ教 の関係は ミス ラ教 とゾ ロアス ター教

の関係 に類似す る.し か も,そ れ らが全 て哲

学体 系 として記 述 され たの は,仏 教 の教 典

(小乗教 の結集)以 後 で あ るこ とを考慮 す る

と,仏 教 の世界観 が用語 的に挿 入 され論理化

された と云 えよ う.そ の意味で も,仏 教 は世

界宗教の 「親」で あ り,そ の後 の東洋 の道教

や西洋の キ リス ト教 は,こ の哲学 の外縁上 に

批判 ・摂取 して成立 した宗教 であ る.

以 上 の関連 か ら,仏 教 史上 で謎 とされ る

『バー ミャン大石 仏』 と 『グハ ラ滅亡 』の理

解 につ いて触れてお きたい.ア フガニス タン

の古代史 をみ る と,紀 元前6世 紀,ダ リウス

大王 のアケメネ ス朝ペ ル シァ帝 国の版 図に入

り,紀 元前4世 紀にア レクサンダー大王 の遠

征 に よ りバル ブを中心にバ ク トリア王朝 が ギ

リシァ風の文化 を築 いた.そ の後紀元前3世

紀 にイン ドのマ ウ リア王 朝が南 か ら侵 入 し,

ア ショー カ王は仏教 をもた らした.

そ してイスラム教 の侵 入 を受 け る7世 紀 ま

での間,仏 教 文化 ・ギ リシァ文化 ・ゾ ロアス

ター文化が互 いに影響 を与え合 いなが ら,ア

フガニスタン独 自の文化 を育 てた.そ の間,

紀 元2世 紀 になる と,東 北方 の草原か ら遊牧

民であった大月氏が侵 入 して クシャン王朝 が

興 った.そ の領 土 もガ ンジス河 流域 に まで広

が り,漢 とmマ の 中間にあって シル クロー

ドの中心地 とな り,バ ー ミャンの石仏 も同時

期 に作 られ た.

興味深 いのは仏教文化 が栄 えた都市 の共通
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点 に,砂 漠の 中にあ って も豊か な泉 と緑に囲

まれたオア シス地域 が挙 げ られ る.つ ま り風

土 としては,客 体 的に住 み易 い環境か ら生 じ

る考 え方 は,調 和 ・融合 的な仏教思想 に妙合

した.特 に砂漠地帯 では,仏 教都市 のサマル

カ ン ド,ブ ハ ラ,タ シケ ン トの辿 る歴史が,

その人々の生活 の変遷 を物 語 る.

ブハ ラ を見 ると,「 ブハ ル」 は ゾロア スタ

ー教 の言葉 で 「学 問の中心」 を意味す る語源

とす る説 と,ま た仏教の 「寺」 を意味す る梵

語 「ヴィハ ー ラ」 の設 とす る説があ る.語 源

的 に もブハ ラの神秘性が伺 われ るが,旧 ソ連

邦の考 古学者 シュキンの発掘調査 か ら,仏 寺

跡説が主流 となった.即 ちブハ ラのマガ ク ・

イ ・ア ッタ リ ・モス ク遺跡 の調査 か ら,仏 寺

の上 にゾロアス ター教 の神殿が建 立 され,さ

らにイスラム教 の礼拝堂 になった史実 が証 明

され た.つ ま り此の寺院 の遺跡が宗教 史 を説

明 す る.ま た桑 原 隠蔵 は,鑑 真和 尚 に従 い

745年 に我が 国に来 て唐招 提寺建 築 に尽 力 し

た胡 国僧の安 如宝 などもブハ ラ出身であった

と究 明 した.(29)

通説 では,こ の仏教 の伝来 は 「1世 紀か ら

4世 紀 にかけての クシャン(貴 霜)王 国の時

代 とされ る.紀 元前129年 頃,漢 の武帝 の使

者張 …が此の地 を訪れた頃に,月 氏(ま たは

月支)族 が同地方 を支配 したが,そ の頃 には

未だ仏教 は入 っていなか った」 とされ る.(30)

その後,ク シャナ ン朝(月 氏族 の一支流)の

カニ シカ大王が仏教 の擁護 者 として2世 紀初

めに登場す る.そ の 中心地 がブハ ラであった.

ブハ ラの地 は,玄 装三蔵 が 「捕喝」 の漢字 を

充てて記録 された.

このバ ク トリアの都 については玄装 の記述

が有名 であ るが,深 田久弥はブハ ラの盛衰 を
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推論 し 「うわ さの とお りバ ク トリアの城 は実

に素晴 らしい豊かなオアシスで,伽 藍 も百 も

あ り,僧 侶は三 千余 人,そ の仏教 の興隆 のさ

まを彼 は語 ってい る.こ こに仏教 が伝来 した

のは紀元前3世 紀の頃であった.土 地豊饒,

気候温和 な地で あったか ら古 くか ら東西交渉

上 の屈指 の要衝 であ った.ア レ クサ ンダー の

東征以後バ ク トリア王国 として栄 えたが,そ

の後 もこもごも隣国の来た り冒す ところ とな

ったのは,物 産の 多い こ とと土着民の方弱な

ため」 と述べ る.(31)

この クシャナ朝の第III世カニシカ王(128-

153年)の 時代 に,彼 の所領 北 イン ド・中央

ア ジア を占め,西 は 中国勢力 と接す る最盛期

を迎 える.こ の時代 には 『仏 陀伝』 を著述 し

たア シュヴ ァ ゴー シャ(馬 鳴),イ ン ド最 古

の医学書 『チャラカ ・サ ンヒター』 を著述 し

たチ ャラカ,カ ニシカ王の詩 を著 したマー ト

リチ ェー タ,大 乗教仏教理論 を確立 した仏教

哲学者ナー ガルジュナ(竜 樹)な どの文化 人

を輩 出 した.国 王 は篤 く仏教 に帰依 した.

当時の信仰 は仏塔 の建 立に主眼があった.

王の庇護の下 に第四回仏典結 集 を行 い,そ の

国威の伸 展 と歩 を合 わせ て仏教 も小乗教 か ら

大乗教 に移行 し,国 際 性に富む世 界宗教 とし

ての道 を歩み始 め る.殊 に当初,西 域南道へ

向か って伸 び た仏教 の流れ は,や がて中国に

向か うこ とになる.

7.仏 像の誕生 と仏教 文化の興隆

当時の イン ドでは未 だ仏像=仏 陀の像 は人

間的 な姿 では な く,法 輪 とか菩提樹,仏 足跡,

仏塔 な どで象徴 的に描か れたが,西 方文化の

侵 入 を受け て西方の神像等 の影響 を受 け る.

当時の天人像 として,デ ィオニ ソス像,有 翼
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女神 ニケ像等が発掘 された.そ の後,次 第に

人間的容姿が描かれ彫 り込 まれ,礼 拝の対象

として形づ くられ た.こ れは 「仏教 が イン ド

に生 まれて伝播す る間に,彼 の土地の風土 ・

文化,そ してそこに生 きる人,民 族 によって,

それ ぞれ違 って受け取 られ方 をした.仏 像 も

制作 し人達,民 族 によってずいぶ ん違 った も

のに なって くる」 と述べ る.(32)

そ こにバ ー ミァ ンの大石 仏 が登 場 す る.

1300年 前,中 国の長安 か ら遙々,此 の地 に入

った玄　 三蔵 法 師が 「梵 衝 那 国(バ ー ミァ

ン)は 東西二千余里,南 北三 百余里 で,雪 山

の中にある.人 は山や谷 を利用 し,そ の地勢

のままに住居 している.国 の大都城 は崖 に拠

り谷 に跨が ってい る.長 さは六,七 里 あ り,

北 は高い岩 山を背に して いる.… 伽 藍 は数 十

箇所,僧 徒 は数千 人で小乗の説出世部 を学習

している.王 城 の東北の阿(く ま)に 立仏 の

石像 の高 さ百四,五 十尺の ものがあ る.金 色

にかがや き宝飾 が きらきらしてい る.東 に伽

藍が ある.こ の国の先の王が建 てた ものであ

る.伽 藍の東に鍮石(と うせ き)の 釈迦仏 の

立像 の高 さ百尺余 の ものが ある.身 を部分 に

分 けて別に鋳造 し,合 わせて出来上 が ってい

る」 と記録 した.(33)

この世界最大 の巨大 な仏像 の建 立につ いて,

神坂吉雄 は 「当時,南 の イン ドでは仏教 の礼

拝対象 として塔 と仏像が あ り,一 方西方 には

ヘ レニズム世 界での巨像製作の習慣,ペ ルシ

ァの摩崖石像 の伝統が あ り,こ れ らの東西文

化 の交流がバー ミァンの断崖に,こ の大石仏

を生 み出 した」 とす る.(34)

この地 域 は タ シュケ ン トの地名,タ シュ

(トル コ語 で石),ケ ン ト(ペ ル シァ語 で町)

即 ち 「石の町」 とあ るように岩石地域 に も近
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かったこ とが挙 げ られ よう.ま た西洋 と東洋

をつ な ぐ交通 路に あった.深 田は 「イ ラン北

東部 の町 メシェ ッ ドか ら国境 山脈 を越 えて ソ

連領 トルキス タンの アッシュババ ー トに出,

メルヴ,ブ ハ ラ,サ マル カン ド,タ シュケ ン

トに至 る もの.ア フガニス タンの北部 の町マ

ザー ル ・イ ・シャ リフ(旧 都 バル ク)か ら国

境 オ クサ ス川の対岸 テル メズに渡 って,サ ニ

ルアン ド,タ シュケン トに至 る もの.ま た東

へ 向か う道筋 にはタシュケ ン トか らオユ シを

経てキジル川 に沿 って国境 を越 え,新 彊省 の

カシュガール に至 るもの.タ シュケ ン トか ら

アルマ ・ブタを経 てイ リ川 を湖 り,新 彊 省の

クル ジァに至 る もの」 と述べ る.(35)

以上 の歴史か ら,仏 教 の発生か ら小乗教

さらに大乗教へ の変遷 の 目ま ぐる しい ドラマ

が この地 で展開 され たこ とは問違い ない.

仏教 哲学 その ものが個 人の安 心立命に眼 目

があ り社会体制確立 には及ばず,結 果的 には

衰微 ・消滅 の道 を辿 る.ブ ハ ラやバー ミァン

の よ うな砂漠 のオアシス都 市 では平和 と調和

の倫理 た る仏教が迎 え られ一時的に華麗 な仏

教 混清の文化が創 出された.例 えば オア シス

旧都 市サマルガ ンの郊外 にタ クティ ・ロスタ

ム(ロ ス タムの王座)と 呼ばれ る旧跡が あ り,

仏教 ス トー ウパ(仏 塔)の 変形 としての仏教

石 窟寺 院があ る.

神坂 は 「この洞窟 は直径 お よそ10メ ー トル,

天井の高 さもお よそ10メ ー トル,素 晴 らしい

大 白蓮 華文様 だ.正 面 には,や は り仏像 を祭

った窪 み,仏 跡が うかが われ る.… 大 きなス

トー ウパ を持 った此 の石窟寺院は紀元四世紀

か ら五世紀 の もの」 とされ る.(36)

さらに 「ス トー ウパ は円型 の伏 鉢がほぼ完

全 な形で残 ってい る点 ではアフガニ スタンで
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は珍 し く仏塔,仏 像 を もった石 窟寺院 として

イン ド文化 の流 れを強 く引いてい る.ま た先

に見 た ように同窟 の天井の建築様式 に,西 方

ペ ル シァの影響 も見 られ,日 本 人の私達 には

ドー ム天井 の蓮華 の文様 が身近 な もの として

感ぜ られ る.私 が ター ク ・イ ・フマ タンで見

た ミ トラ神 の下 の蓮華座 とほぼ同 じ時代の文

様」 と述べ る.(37)

この 「蓮 華模様」 は,上 ・下 エ ジプ トでは

上(南)エ ジプ トのワー ダス(連)一 下(北)

エ ジプ トのパ ピルス として珍重 され,ロ ー タ

ス とパ ピルスが混合 して ロー タスが主流 とな

って ギ リシァ,mマ へ と展 開 してゆ くこ と

を説 いてい る.そ の中に花 と蕾 を簡略化 した

花 を釣 鐘 形 に した もの,花 を上 か ら見 た形

(菊花紋 の よ うな)の ロゼ ッ トや 薬 な ど多様

な展 開 を指摘す る.こ れが古代 オ リエ ン ト,

ギ リシァ,ロ ーマへ,そ して さらに東方へ も

広 く展開 してい くのであ る」 とあ る.(38)

当時 の世 界では我々の想像以上 に緊密 な共

通 項 を媒 介 と した.ま た当時 のエ ジプ トの

「ネ フェルテムの神 は睡蓮 の花 に象徴 され る

日の出の神 として崇め られ,の ちの時代 には

ポル ス(太 陽神)そ の他 いろいろな神 と同一

に見 られ る」 とある.(39)

数千年前か ら蓮の花 と太陽の宗教概 念が結

びつ き,人 々に受け入れ られて きたこ とには

驚 きを禁 じ得 ない.

8.結 び 一 ア レクサ ン ダ ー大 王 とア シ

ョー カ大 王 の役 割 一

古代世 界 は我々の感ず る時間速度は遙かな

昔に もかか わ らず,空 間性 にお いては極 めて

広範 に現在 で も存続す る文化的脈絡 を形成 し

ていた.そ の流れの中で,仏 教,ゾ ロアス タ
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一教 ,ジ ャイナ教,ミ スラ教 等の宗教融合文

化 の華が咲いた.仏 教 自体 も小 乗か ら大乗へ

の移行期 であ り,竜 樹 の生涯に象徴 され るよ

うな仏教独 自の哲学 の中に 当時の多種 多様 な

宗教哲理 ・風俗 ・文化 を包摂 した.そ れ を通

じてイン ド民族宗教 としての仏教 ではな く,

多様 な民族の 「心」 を普遍的に共和 しゆ く大

乗仏教,つ ま り世界宗教 としての原基形態 を

形成 した.

そのプロセ スを物語 るのが,当 時の人々の

新文化創造へ の息吹 を残す ブハ ラの遺跡やバ

ー ミァンの石 仏である
.イ ン ドに誕生 した仏

教が世界宗教 に成長 してゆ く中で,根 本的 な

人間主義 を貫 きなが らも化儀 として,そ の歴

史過程 を象徴 す る遺 跡 を残 してゆ く.そ れ は

人間の 「歴史塔」 であ り,「 歴史碑」であ る.

仏教 史上,最 も注 目され るのがア レクサ ン

ダー大王 であ ろう.彼 はギ リシァ ・ローマ世

界 との接点において も大事 な人物 である.ア

レクサ ンダー が小 アジアの ゴルディウム にお

いてジュピターの神殿 に入 り 「ギ リシァ神話

のマ イダス王の父 を乗せ た とい う車 の車厄の複

雑 な結 び 目」 断ち切 り一 この結 び 目を解 いた

人がア ジアの盟友 になる と云 う予 言の神 託が

あった一,ア ジアの盟友 とな った.事 実 は と

もか く物語 の意 図す るこ とに興 味がある.つ

まりギ リシァの王 たるアレクサ ンダーが アジ

アの王 となる正 当化 の為 に作 られた神話 では

ないだ ろ うか.

か ってA・ トイン ビー博 士 はア レ クサ ン

ダーの文化的業績 を 「ア レクサ ンダーはペ グ

ラムに ギ リシァ植 民地 を作 った.そ して ギ リ

シァの皇子の一 人ヘ ル メウスは紀元一世 紀に

ギ リシァの支配が消滅 してか らも,な お その

地方 を治め続 けた.ヘ ル メウスは ヒン ドゥー
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クシュの向こ う側 か ら来 た クシャン族 と姻戚

関係 を結ん だ と云われている.… 中略…地 中

海沿岸 と同 じギ リシァ文明が ここに育 って長

く残 ったの は,こ の婚姻関係か らであ った」

と述べ た.

この ヒン ドゥー クシュ山脈 は古名 をパ ロバ

ミサス(鷲 の飛ぶ よ りも高 い山の意)と 呼ば

れ,中 央 アジア とアフガニスタン平原 を隔て

る大 きな障害 であ った.仏 教 が小乗教 か ら

大乗教へ と推移 し,西 欧への道 を迂回 して中

国へ 向か う時に,や は り同山脈 を越 えてゆ く

ことになる.ま た ギ リシァ文明 も同山脈 を越

えて流入 し,そ こに残続 した.ま たア レクサ

ンダー がイン ド各地,例 えばスウー ト(ニ ー

サ)に ギ リシァ風俗 が残存す るの を見て驚い

た とされ るが,「 ア レクサ ンダー大王 以前 に

ギ リシァの植 民地 が広が っていた」 と推 され

る.(40)

ア レクサ ンダーは,ヌ サ で集団結婚 を行 い

東西 の 人々の交 流 を図 っ た こ とで も有名 で

「東洋 と西洋 の融合 がア レ クサ ンダー の大理

想 であったが,こ の結婚式 もその最 も顕著 な

一例 であった.彼 自身はロ クザー ヌ と結婚 し

ていたが,第 二の妻 としてダ リウスIII世の娘

バ ル シーネ(ス タテイラ)を 婆 り,部 下のマ

ケ ドニアの貴族 八十名 にペ ルシァ,メ デ ィア

の貴族 の娘 を与えた.そ の他 に約 一万人に及

ぶ東洋人,西 洋 人 との結合 が認め られた」 と

あ るように,広 範 なイン ドとギ リシァの交流

が挙 げ られ る.(41)

つ ま り一 昔 前 には,オ ア シス の よ うな調

和 ・平和思想が棲 息で きる 自然環境 のみに し

か残続 できなか ったが,こ の時代 には仏教思

想 を掲げて環境 を調和 させ てい く人間群 の努

力が凝集 し,ヘ レニズム世 界が土壌 的に定着
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し仏教 を基調 と した文化興隆が見 られた.

この よ うな歴 史 を背景 にアシ ョー カ王物語

は誕生 した.ア シ ョー カ大 王(在 位 紀 元前

274-231)は マ ウ リア朝の始祖 チ ャ ン ドラグ

プ タの孫 であ り,同 大王の東方領 を継承 した

エ レウコスの大使 メガステネス との書簡が残

され る.

アシ ョーカ大 王は仏教精神 を永久 に記録 ・

流布 を考 え,石 に法勅 を刻み国 内要地,即 ち

主要都 市の近郊や交通 の要地,宗 教 上 の聖地

等の人々の集 まるところに大岩石 を研磨 した

石柱 を刻 み建 立 した.

この法勅 の石柱 は,5世 紀 の法顕や7世 紀

前半の玄装 も見た記録 を残 している.現 在 の

研究 では4種 類 の法勅,① 摩岩法勅 あ るいは

14章 法勅別刻,② 小摩崖法勅,③ 石柱法勅,

④小石柱法勅 があ り,し か も各地 の放言 を用

いて綴 られた記録が あ る.し か も特筆 され る

のは,大 摩崖法勅 第十三章 に 「ダルマ(法)

の勝 利」が ギ リシ ァ国王 の ア ン テ ィオ コス

(紀元前261-241年)を は じめ とす る四人の国

王,エ ジプ ト王 プ トレマ イオス ーフィラデル

フォス(紀 元前285-147年),マ ケ ドニア王 ア

ンティゴー ネ=ゴ ナ タス(紀 元前276-239年),

キレーネ王マガス(紀 元前258年 没),エ ピル

ス王ア レクサ ン ドゥロス(紀 元前272-256年)

あるいは コ リン ト王 ア レクサ ン ドゥロス(紀

元前252-244年)と 云われ,に 及 んだ.

つ ま り紀元前3世 紀,イ ン ドか らエ ジプ ト,

ギ リシァにいた る地域 で仏教使 節が公 に派遣

されダルマ(法)が 確立 され た.こ のダルマ

は,社 会制度 ・慣習 ・道徳 ・法律 ・義務 ・宗

教 ・正義 な ど極 めて広 い意味 で用 い られ た.

そこに個 人 としての信仰 の枠 を越 えて,社 会

の倫理 ・原理 に昇華 した 「社 会 に生 き る仏



34 季刊 創 価 経

教」が見 られ た.ま た石柱法勅第六 ・七章 に

一切 の宗派 であ り
,そ の中に仏教,バ ラモン

教,ジ ャイナ教,ア ー ジー ヴィカ教 と共に並

べ られ,宗 教的寛容性 も表 明 され た.

仏教徒 の伝承 を辿 ってい くと,南 方伝承 の

『マハー=ヴ ァンサ』(セ イ ロン大王統 史)第

12章 の中に,ア シ ョーカ王が布教の ために派

遣 した9人 の人名,目 的地,説 いた教典 が載

ってお り,岸 本裕 『イン ド仏教 と法華経』が

紹介 されている.(42)

また 『デ ィー パ=ヴ ァンサ』(セ イ ロン島

史)に も詳 しく記 され る.ま たア シ ョー カ大

王 の伝説が北伝 説の一切有部の 中で大 き くク

ロー ズア ップ された.参 考 として 『ア シ ョー

カ=ア グアダーナ』の伝記文学,そ の累系見

本が漢訳 され た 『阿育王伝』,『阿育王教』 が

ある.こ れ らは仏教 の普遍性が,各 地 に浸透

し諸文化 を興隆 させ 土俗文化 を形成 していっ

たのである.

注

(1)拙 稿 「新 し い社 会 科 学 研 究 を 求 め て(1)一

人 間 主 義 史観 の 提 唱」(『創 価 経 済論 集 』 第33・巻

1・2合 併 号2003年12月)23-34頁.同 「新 し

い 社 会 科 学 研 究 を求 め て(2)」(『 創 価 経 済 論

集 』 第33巻3・4合 併 号2004年3月)21-36頁

参 照.典 型 的 な ヨー ロ ッパ 史 観 は 「ヨー ロ ッパ

文 明 は,ギ リシア 人,mマ 人,ユ ダヤ 人 の 遺

産 で あ る」(清 水 幾 太 郎 監 訳 『ヨー ロ ッ パ 文 明

史 』 ク ロー ド ・デ ル マ 著 白水 社1971年)7

頁.

(2)池 田大 作 他 『仏 法 ・西 と東 』(東 洋 哲 学 研 究

所 昭 和51年)195頁 以 降 参 照.そ の 他,八 木

誠 一 『仏 教 とキ リス ト教 の 接 点 』(法 蔵 舘 昭

和50年),堀 堅 士 『仏 教 とキ リス ト教 』(第 三 文

明 社 昭 和49年),中 村 元 選 集 第9巻 『東 西 文

化 の交 流 』(昭 和47年)が 参 考 に な る.

(3)山 本 和 「歴 史 の 成 立 と仕 組 み 」(『歴 史 と終

末 』 社 会 思 想 社 昭 和45年)29頁.時 系 列 で 因

済 論 集Vo1.XXXIV,No.1・2

果 関 係 を導 き歴 史 とす る西 欧 的 思 考 に対 して,

東 洋 的 思考 に は 因 果 関 係 の み な らず 横 の 関 係 で

あ る 「縁 」 を 入 れ て 考 慮 す る時 空 間 的 二 元 思 考
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